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功を収めたのか」（前掲） 7 - 8 頁
金城学院大学論集　人文科学編　第17巻第 1号
― 186 ―
2020年 9 月
に基づいていたことを知る。そこには，何事
も考え方次第で虚構が現実のような様相を呈
して存在するようになる，という気付きがあ
る。そして幕が閉じれば，当然ながら，観客
自身が目にしていた劇場での上演もすべて虚
構である。今度は観客が劇場を出て，現実の
生活に戻る番である。そのとき，観客は自分
の現実の世界にも自分の都合や不安から虚構
を作り出していないか，点検することができ
よう。
おわりに
「創作劇と翻訳劇を両輪とする頼声川と表
演工作坊の20数年の活動は台湾だけにとどま
らず，中国語圏の演劇界を席捲する勢いであ
る」34）と評されたように，頼声川は台湾現代
演劇において，一つの画期，指標となり，広
く受け入れられている。
台湾現代演劇は，1980年代当初の前衛的，
新奇的な実験から始まり，90年代後半から21
世紀にかけてはより多くの観客を取り込む大
衆的で笑いに溢れた作風が主流となった。頼
声川とその表演工作坊がそうした路線の中心
であったと言える。同時に，すでに多くの観
客を獲得している頼声川においても，自己の
心の内を静かに内省する作品を世の中に問う
ことが困難に突き当たっている。『影のよう
に寄り添って』を観た観客が，気付きや自己
との対話を得られず，失敗作だという感想を
34）飯塚容「問い続ける台湾人のアイデンティ
ティー」（前掲） 5頁
抱いたなら，そこにはある程度観客の嗜好の
傾向を見出せるであろう。
陶慶梅が指摘するように，大陸の現代演劇，
ことに2000年代以降の小劇場演劇はテレビの
バラエティ番組のようなお笑いの作品が多
く，上演には若年世代が多く集まり，支持さ
れている。日本の小劇場演劇も，1960年代に
反体制や新劇解体を掲げて独自の表現を展開
した学生運動的な第一世代があった後に，70
年代のつかこうへいらの第二世代，80年代の
野田秀樹，鴻上尚史らの第三世代には，饒舌
で爆笑するような通俗的な小劇場へと変容し
た。台湾現代演劇も相似した趨勢があると言
える。
台湾現代演劇にとって，個人の追憶から歴
史認識やナショナル・アイデンティティ，戒
厳令解除後の国際関係を描くことは大きな意
味があることであろう。同時に，台湾現代演
劇を俯瞰しようとするとき，大陸との関係，
政治的な表象ばかりに着目する必要もあまり
ないように思われる。滑稽で大衆的な作品が
主流を占める昨今，また，眼前に映し出され
るものを素早いタップでたちまちのうちに切
り替えることが日常となった昨今において，
一個人の取るに足らない物語や奥深い精神世
界を描き，人を内省に導く作品を創ることは，
ある種の実験でもあると言えるのではないだ
ろうか。
